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―
聴
力
に
問
題
は
な
く
、
話

は
聞
こ
え
て
い
る
の
に
内
容
が

理
解
で
き
な
い
の
が
Ａ
Ｐ
Ｄ

（
聴
覚
情
報
処
理
障
害
）
だ
が
、

自
分
が
「
変
だ
ぞ
」
と
感
じ
た

の
は
い
つ
か
？

「
新
潟
市
内
の
高
校
を
出
た

後
、東
京
の
私
立
大
学
に
進
み
、

東
京
で
就
職
し
た
。
本
社
の
事

務
部
門
に
配
属
さ
れ
た
が
、
電

話
対
応
で
相
手
の
言
う
こ
と
が

理
解
で
き
ず
、
仕
事
に
な
ら
な

か
っ
た
。
半
年
で
退
職
し
新
潟

の
自
宅
に
戻
っ
た
」

―
戻
っ
て
、
ど
う
し
た
？

「
簿
記
を
勉
強
し
会
計
事
務

所
に
勤
め
た
が
、
長
続
き
し
な

か
っ
た
。
そ
の
前
後
に
い
ろ
い

ろ
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
10

以
上
の
仕
事
を
体
験
し
た
。
ど

れ
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
」

―
Ａ
Ｐ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
の

は
い
つ
？

「
昨
年
の
６
月
、
新
潟
大
学

医
歯
学
総
合
病
院
で
診
断
さ
れ

た
」―

受
診
の
き
っ
か
け
は
？

「
電
話
が
苦
手
、
雑
音
下
で

の
会
話
が
苦
手
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
苦
手

な
ど
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
う
ち
、
当
事
者
の
サ
イ
ト

を
見
つ
け
た
。
そ
こ
で
相
談
し

た
ら
『
や
は
り
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
で
は
』

と
い
わ
れ
、
耳
鼻
科
の
診
察
を

勧
め
ら
れ
た
」

―
そ
の
３
カ
月
後
に
は
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
で
あ
る
と
も

診
断
さ
れ
た
。

「
昔
か
ら
こ
だ
わ
り
が
あ
っ

て
、
診
断
は
納
得
で
き
た
」

―
双
極
性
障
害（
躁
う
つ
病
）

も
診
断
さ
れ
て
い
る
。

「
聴
覚
情
報
処
理
障
害
」（
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
「
聞
き
取
り
困
難
症
」（
Ｌ
Ｉ

Ｄ
）
と
も
呼
ば
れ
、
聴
力
に
問
題
は
な
く
、
聞
こ
え
て
い
る
の
に
相
手
の
話
し
言
葉
を
情
報

と
し
て
処
理
・
理
解
す
る
の
が
難
し
い
障
害
だ
と
い
う
。
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
と
、
相
当
以
前

か
ら
障
害
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
た
の
に
、
国
内
で
本
格
調
査
が
始
ま
っ
た
の
は
３
年
前
と

い
う
。
さ
ら
に
、
医
師
に
よ
る
研
究
班
が
「
診
断
と
支
援
の
手
引
き
」
第
１
版
を
ま
と
め
た
の

は
今
年
３
月
で
、
ま
だ
社
会
に
認
知
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
薄

田
邦
雅
さ
ん
＝
新
潟
市
中
央
区
＝
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
ず
に
誤
解
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
」
と
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
へ
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

薄田 邦雅さん
（新潟市中央区）

当事者を公表

「
聴
覚
情
報
処
理
障
害
」ご
存
じ
？

聞こえるのに理解できず聞こえるのに理解できず
聞き取り困難症とも 研究始まったばかり

症
状
似
て
も
難
聴
と
違
う

雑
音
下
の
会
話
困
難
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「
診
断
は
20
代
半
ば
で
、
治

療
で
薬
を
飲
み
、
落
ち
着
い
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
精
神
障
害

３
級
の
手
帳
を
受
け
た
」

　

―
ほ
か
に
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
が
原
因

と
思
え
る
こ
と
は
？

　
「
大
学
時
代
に
飲
み
会
が

あ
っ
て
も
、
ざ
わ
つ
い
た
場
所

で
の
会
話
が
聞
き
取
り
づ
ら

く
、
次
第
に
飲
み
会
も
苦
手
に

な
っ
た
。
人
間
関
係
が
広
が
ら

ず
、
友
達
も
増
え
な
か
っ
た
」

　

―
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
研
究
の
歴
史
は

浅
く
、
障
害
に
つ
い
て
は
社
会

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
聞
こ
え
て
い
る
の
に
、
内

容
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
分

か
っ
て
も
ら
え
ず
、
当
事
者
は

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
き
た
。

だ
か
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
障
害

を
知
っ
て
、
理
解
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
だ
け

で
は
障
害
者
手
帳
は
出
ず
、
ど

ん
な
支
援
が
可
能
な
の
か
を

探
っ
て
い
る
現
状
だ
」

　

―
薄
田
さ
ん
が
呼
び
掛
け
、

今
年
６
月
、
県
内
の
当
事
者
が

初
め
て
会
合
を
開
い
た
。

　
「
新
潟
Ａ
Ｐ
Ｄ
当
事
者
会
を

企
画
し
て
開
催
す
る
と
い
う
予

告
記
事
を
新
潟
日
報
が
掲
載
し

て
く
れ
た
。
県
内
各
地
か
ら
約

20
人
が
集
ま
っ
た
。『
初
め
て

だ
か
ら
』
と
、
大
阪
の
当
事
者

会
代
表
も
応
援
に
駆
け
付
け
、

驚
い
た
。
当
日
は
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
生
き
づ
ら
さ
体
験
な

ど
を
話
し
合
っ
た
」

　

―
そ
の
後
は
？

　
「
毎
月
１
回
、
開
催
し
て
い

る
。
そ
こ
で
参
加
者
は
共
感
し

合
っ
て
い
る
。
こ
の
会
を
継
続

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

 

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　
【
聴
覚
情
報
処
理
障
害
】（A

PD
=
A
u
d
ito
ry P

ro
cessin

g 
D
isorder

）

　

聴
力
は
正
常
で
音
声
は
聞
こ
え

て
い
る
の
に
、聞
こ
え
た
音
声
を
情

報
と
し
て
認
識
す
る
の
が
困
難
な

障
害
。伝
音
の
器
質
に
問
題
な
い
た

め
、通
常
の
聴
力
検
査
で
は
発
見
さ

れ
ず
、成
人
し
て
か
ら
診
断
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

　

原
因
は
「
生
ま
れ
持
っ
た
脳
の
特

徴
」
と
さ
れ
、
症
状
は
似
て
い
る
部

分
が
あ
っ
て
も
難
聴
で
は
な
い
。

　

聴
覚
情
報
処
理
障
害
の
あ
る
人

は「
聞
き
返
し
や
聞
き
誤
り
が
多
い
」

「
雑
音
の
中
で
の
会
話
が
苦
手
」「
耳

で
聞
い
た
こ
と
の
理
解
や
記
憶
が
苦

手
」「
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
音
声
指
示
に

従
う
の
が
困
難
」
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
結
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
と
な
り
、
社
会
生
活
や
就

労
に
も
支
障
が
生
ず
る
と
い
う
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｄ
は
聞
き
取
り
困
難
症
の

こ
と
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア
や
医
院
の
サ

イ
ト
な
ど
参
照
）

大
学
時
代
、飲
み
会
苦
手
に

人
間
関
係
広
が
ら
ず

県内当事者の会企画
呼び掛けに20人参加

NPO法人が開いた福祉系トークイベントで「聴覚情報処理障害」について
語る薄田邦雅さん（中央）＝８月 18日、新潟市（主催者提供写真）

●聞き返しや繰り返しが多い
●雑音下での聞き取りが難しい
●  口頭で言われたことは忘れ
理解しにくい

●  早口や小さな声などは聞き
取りにくい

●  長い話になると、注意して
聞き続けることが難しい

●  視覚情報に比べて聴覚情報
の聴取や理解が困難

「APDの理解と支援」より

聴覚情報処理障害の症状聴覚情報処理障害の症状



4

（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

―
会
合
は
話
し
合
い
だ
け
？

「
私
は
、
雑
音
を
低
減
す
る

イ
ヤ
ホ
ン
が
販
売
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
調
べ
、
当
事
者
に
役
立

つ
情
報
と
し
て
紹
介
し
た
」

―
Ａ
Ｐ
Ｄ
当
事
者
に
対
し
、周

囲
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
？

「
当
事
者
は
音
声
だ
け
で
な

く
、
文
字
を
見
た
方
が
理
解
し

や
す
い
の
で
、
協
力
し
て
ほ
し

い
。
会
話
は
な
る
べ
く
１
対
１

で
、
静
か
な
場
所
で
と
心
掛
け

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
」

―
今
も
実
家
で
暮
ら
し
て
い

る
の
か
？

「
１
年
前
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
る
」

―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
新
潟
に
広
め

る
会
の
代
表
を
務
め
て
い
る
。

「
活
動
と
し
て
、
新
潟
の
砂

浜
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
拾
っ
て

い
る
。
砂
浜
に
い
ろ
ん
な
ご
み

が
多
く
、
衝
撃
を
受
け
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
拾
っ
た
プ
ラ
ご

み
を
横
浜
の
会
社
に
送
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
雑
貨
に
作
り
直
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

売
れ
れ
ば
、
砂
浜

の
浄
化
と
同
時
に

収
入
に
も
な
る
と

考
え
た
が
、
収
入

化
は
難
し
い
」

写
真
立
て
や
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
、
き
れ
い
な
雑
貨
の
数
々
。

拾
い
集
め
た
、
浜
辺
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
か
ら
作
り
直
さ
れ
た

会
話
は
１
対
１

静
か
な
場
所
で

当事者から
お 願 い

薄田さんの
メール

nigata9023@
yahoo.co.jp

　新潟県社会福祉協議会は機関誌として「福祉にいがた」を毎月
発行しています。年12回のうち、８月と12月、３月は長寿社会
振興を目指す総合情報誌「オアシス21」と「福祉にいがた」との
合併号となっています。
　発行部数は「福祉にいがた」が１万２千部、「オアシス21」「福
祉にいがた」合併号が１万７千部です。
　これら機関誌は県内の市区町村社会福祉協議会をはじめ、小
学校から大学までの教育機関、保育園、図書館、公民館などに
送られ、多くの県民の皆様からご覧いただいています。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会機関誌広告基本料金表
区分 大きさ 掲載料 カラー

全ページ（裏表紙） 縦25.5㎝×横17㎝ 14万円 18万円（20万円）
半ページ 縦12.5㎝×横17㎝ 7.5万円 10万円（12万円）
２　　段 縦10㎝×横17㎝ ６万円 ８万円
１　　段 縦５㎝×横17㎝ ３万円 ４万円

機関誌「福祉にいがた」と「オアシス21　福祉にいがた」合併号　広告募集機関誌「福祉にいがた」と「オアシス21　福祉にいがた」合併号　広告募集

＊消費税別　＊版下代は広告主負担　＊カラーのカッコ内は裏表紙料金
問い合わせ　新潟県社会福祉協議会  企画広報課  ☎025（281）5613

　マイクスピーカーは
中小規模の会議であれ
ば単体で使用できま
す。大規模会議ならハ
ンドマイクを接続する
ことで会場内での集
音・拡声も可能です。
　オンライン研修など
に最適。

インターネットサービス

主な設備の紹介

　多目的ホールと、４、
５階の各会議室に加え、
新たに２階の和室でもイ
ンターネットを利用でき
る環境を整備しました。

　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室
など用途や規模に合わせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しています。
◆貸し室の利用申込方法
　 新潟ユニゾンプラザホームページよりお申し込み
ください。貸し室の予約状況も公開しています。
　URL：https://www.unisonplaza.jp/

貸しホール・貸し会議室は貸しホール・貸し会議室は
新潟ユニゾンプラザへ新潟ユニゾンプラザへ

◀

　インターネットの使用料は
無料。
無線LANルーター、有線LAN

も無料で貸し出しを行ってい
ます（数に限りがあります）。

▶

マイクスピーカー

◀
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●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「保育所・認定こども園の損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、サイバー保険、学校契約団体傷害保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

セットプラン

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

個別プラン

令和６年度
ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン 1　保育所業務の補償

❶基本補償

❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

●オプション１ ●地域子育て支援拠点事業等補償
●オプション２ ●保育所の借用不動産賠償事故補償
●オプション３ ●看護職の賠償責任補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

プラン 4
法人役員等の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
職員等の補償

❶職員の労災上乗せ補償
　使用者賠償責任補償
❷役員・職員の傷害事故補償
❸役員・職員の感染症罹患事故補償
❹雇用慣行賠償補償

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

（SJ23-11599より抜粋）

賠
償
事
故
に
対
応

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応

保険金額

身体賠償（１名・１事故）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金（１日あたり）

手術保険金

通院保険金（１日あたり）

天災補償

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償
傷害
870円
×100名
×1口

合計

29,300円

87,000円

116,300円

基本セットプラン 天災セットプラン

1億円・7億円

1,000万円

200万円
20万円

1,000万円

500万円

121.2万円

1,700円

1,100円 

2億円・10億円

1,000万円

200万円
20万円

1,000万円

500万円

108万円

1,500円

1,000円 

１名につき　5万円限度
１事故　　10万円限度

入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

程度に応じて死亡保険金額の4％～100％

ありなし

セットプランを
おすすめします！！
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新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
へ
令
和
５
年
度

の
１
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
「
苦

情
・
相
談
」
の
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
苦
情
が
17

件
、相
談
が
３
４
０
件
で
し
た
。

前
年
度
と
比
べ
、
苦
情
は
６
件

か
ら
３
倍
近
く
に
増
加
。
相
談

も
１
７
４
件
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し

ま
し
た
＝
グ
ラ
フ
１
参
照
＝
。

苦
情
・
相
談
と
も
大
幅
に
増

え
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
よ

り
、
面
会
制
限
が
緩
和
さ
れ
て

施
設
へ
の
出
入
り
が
増
え
る
と

と
も
に
苦
情
・
相
談
も
増
え
た

こ
と
な
ど
や
、
特
定
の
申
し
出

人
か
ら
の
相
談
が
続
い
た
こ
と

な
ど
が
理
由
と
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
本
人
か
ら
の

申
し
出
が
増
加
し
た
の
も
特
徴

で
す
。
中
に
は
、
長
時
間
に
及

ぶ
訴
え
が
あ
っ
た
ほ
か
、
訴
え

の
内
容
が
不
明
確
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
、
都
市
部
で
苦

情
が
多
い
傾
向
が
あ
る
一
方
、

少
な
い
県
も
一
定
数
あ
り
、
ば

ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

人
口
10
万
人
当
た
り
で
新
潟
県

は
、
件
数
が
増
加
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
に
入
り
ま
す
。

「
苦
情
・
相
談
」
に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
分
野
別
と
内
容
別
に

見
て
み
ま
す
。

主
に
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」や「
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
」

が
多
数
を
占
め
ま
す
。

一
方
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
以

外
で
あ
る「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

「
老
人
保
健
施
設
」「
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
」
の
苦
情
も

一
定
数
あ
り
ま
す
。

こ
の
分
野
は
、
令
和
４
年
度

の
全
体
の
６
割
か
ら
大
き
く
増

加
し
、
全
体
の
７
割
近
く
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
多
数
は「
共
同
生
活
援
助
」

「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」「
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
」
で
す
が
「
就

労
移
行
支
援
事
業
所
」「
相
談

支
援
事
業
所
」
も
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

の
苦
情
・
相
談
が
依
然
、
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は

「
保
育
所
」
で
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
、
職
員
か
ら

の
説
明
や
情
報
提
供
不
足
に
関

す
る
こ
と
が
４
割
を
超
え
、
続

い
て
言
葉
遣
い
、
関
わ
り
方
な

ど
「
接
遇
」
に
関
す
る
こ
と
が

３
割
近
く
を
占
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
な
ど
に
対
す
る
不
満
が
１

割
と
な
っ
て
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ

２
参
照=

。

ま
た
、
事
業
所
に
対
し
指
導

を
求
め
る
苦
情
や
、
事
業
所
へ

の
過
度
な
要
求
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
行
政

新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

令
和
５
年
度

苦
情
・
相
談
の
状
況

職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの言言
ことこと

葉葉
ばば

遣遣
づかづか

いやいや
言言
いい

いい方方
かたかた

がキツくがキツく
嫌嫌
いやいや

なな思思
おもおも

いをしているいをしている

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

でケガをしたがでケガをしたが
職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの説説
せつせつ

明明
めいめい

やや対対
たいたい

応応
おうおう

にに
納納
なっなっ

得得
とくとく

できないできない

福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会
〒 950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

TEL . 025 -281 -5609 FAX . 0 2 5 - 2 8 1 - 5 6 1 0
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

職職
しょくしょく

員員
いんいん

がが
おお願願

ねがねが

いやいや苦苦
くく

情情
じょうじょう

をを
聞聞
きき

いてくれないいてくれない

苦
情
17
件
相
談
３
４
０
件

【
高
齢
者
分
野
】

【
児
童
分
野
】

分
野
別
の
苦
情
・
相
談

苦
情
・
相
談
の
種
類

苦情・一般相談受付件数（年度別）

－グラフ１－

苦情・相談の種類

－グラフ２－

【
障
害
者
分
野
】
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機
関
に
対
応
を
委
ね
た
ほ
か
、

他
の
相
談
支
援
機
関
の
関
与
を

求
め
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

運
営
適
正
化
委
員
会
の
新
し

い
ポ
ス
タ
ー
＝
写
真
＝
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
氏
名
や
電
話

番
号
な
ど
を
直
接
書
き
込
み
で

き
る
ワ
ー
ド
形
式
の
ポ
ス
タ
ー

も
あ
り
、
ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
会
は
、
令
和

７
年
２
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
12
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
細
を
案
内
し
ま
す
。

研
修
会
な
ど
の
案
内
は
今

後
、
文
書
で
の
告
知
を
や
め
、

メ
ー
ル
送
信
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
発
信
に
切
り
替
え
る
予

定
で
す
。案
内
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
お
伝
え
す
る
狙
い
で
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
内
の
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

登
録
を
す
る
と
、
研
修
会
案
内

メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
事
業
所
単
位
で
の
登
録
も

可
能
で
す
。

社
会
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
は
や
十
数
年
。
ふ
と
職

場
を
見
回
せ
ば
、
自
分
よ
り
若
い

職
員
が
随
分
と
増
え
た
。
そ
れ
は

同
時
に
、
自
分
が
そ
れ
な
り
の
責

任
を
求
め
ら
れ
る
年
齢
に
な
っ
た

こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
年
齢
に
見
合
う

振
る
舞
い
が
で
き
て
い
る
か
―
。

正
直
、
自
信
は
な
い
。

身
近
な
例
で
は
、
今
の
自
分
と

同
じ
年
齢
だ
っ
た
頃
の
両
親
に
し

て
も
、
社
会
人
の

イ
ロ
ハ
を
教
え
て

く
れ
た
前
職
時
代

の
先
輩
に
し
て

も
、
も
っ
と
自
信

と
余
裕
が
あ
っ
た

よ
う
に
見
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
自
分
は
と
い
え
ば

言
い
訳
は
す
る
し
、
余
計
な
一
言

も
口
か
ら
出
る
。
や
は
り
、
未
熟

さ
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
、
周
り
に
ど
う
思
わ

れ
て
い
る
か
を
別
に
す
れ
ば
、
何

だ
か
ん
だ
と
、
今
日
ま
で
や
っ
て

き
て
い
る
。
自
分
が
子
ど
も
だ
っ

た
頃
の
両
親
も
、
社
会
に
出
た
て

の
頃
の
先
輩
も
、
も
し
か
し
た
ら

今
の
私
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
大
人
は
誰
で

も
み
ん
な
、
子
ど
も
の
部
分
が

残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
先
、
今
よ
り
さ
ら
に
年
齢

を
重
ね
れ
ば
、
当
然
、
そ
れ
に
見

合
う
振
る
舞
い
を
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
で
も
10
年
後
、
20
年

後
の
自
分
の
「
大
丈
夫
だ
、
何
と

か
な
っ
て
い
る
」
と
の
言
葉
が
聞

こ
え
る
気
が
す
る
。

私
も
10
年
前
、
20
年
前
の
自
分

に
同
じ
言
葉
を
掛
け
て
あ
げ
た

か
っ
た
。
そ
う
、
き
っ
と
、
大
丈

夫
な
の
だ
、
と
。

（
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
）

大
人
の
責
任
と
振
る
舞
い

大丈夫、何とかなるって

Vol.76

◆Ｔ Ｅ Ｌ　０２５（２８１）５６１３
◆Ｆ Ａ Ｘ　０２５（２８１）５５２８
◆Ｅメール　kikaku@fukushiniigata.or.jp

◆新潟県社会福祉協議会企画広報課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２-２-２
　新潟ユニゾンプラザ３階

「福祉にいがた」へ　ご意見ご感想、情報をお寄せください
お待ちして
います

直
接
書
き
込
み
Ｏ
Ｋ

新
ポ
ス
タ
ー
活
用
を

苦
情
解
決
責
任
者
研
修
会

新
年
２
月
頃
に
開
催
予
定

お
知
ら
せ

研
修
会
な
ど
の
お
知
ら
せ

文
書
や
め
メ
ー
ル
送
信
へ

ア
ド
レ
ス
登
録
お
す
す
め

新潟県福祉サービス運営
適正化委員会へのメール
アドレス登録はこちらの
２次元コードから
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「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型

募
金
」
の
助
成
を
受
け
て
事
業

を
実
施
し
た
、
上
越
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
か
み
え
ち
ご
山
里

フ
ァ
ン
倶く

ら

ぶ
楽
部
」（
石
川
正
一

理
事
長
）
か
ら
「
あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
届
き
ま
し
た
。

ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
◆
◇

か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶

楽
部
は
、
上
越
市
西
部
の
中
山

間
地
域
に
あ
り
、
人
口
減
少
が

進
む
桑
取
・
谷
浜
・
中
ノ
俣
・

正
善
寺
で
地
域
づ
く
り
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

新
テ
ー
マ
型
募
金
の
助
成
を

受
け
、令
和
５
年
度
の
１
年
間
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

の
事
業「
桑
取
谷
か
ら
世
界
へ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

桑
取
谷
は
桑
取
川
沿
い
に
集

落
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
過
疎

と
高
齢
化
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
山
と
川
、
海
に
恵
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
育
む
の
に
最
高

の
環
境
で
あ
る
う
え
「
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
」
と
の
気
風

に
満
ち
て
い
ま
す
。
事
業
名
に

は
、
世
界
に
誇
れ
る
、
こ
う
し

た
桑
取
谷
の
教
育
環
境
を
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

お
伝
え
し
た
い
活
動
は
ま
ず

「
こ
ど
も
の
た
ま
り
ば
」
で
す
。

夏
休
み
と
冬
休
み
に
計
６
回
実

遊
び
や
郷
土
芸
能
…

ネ
ッ
ト
使
い
発
信
も

桑
取
谷
の
魅
力
子
ど
も
ら
に
伝
授

地域の人から「縄ない」を習う子どもたち

インターネットを通じ海外の子どもと交流

あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ

施
、
地
元
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
延
べ
50
人
近
く
参
加
し
ま

し
た
。
夏
休
み
の「
森
あ
そ
び
」

で
は
秘
密
基
地
づ
く
り
や
森
の

手
入
れ
を
体
験
。
盆
踊
り
や
保

護
者
同
伴
で
の
海
遊
び
も
楽
し

み
ま
し
た
。
冬
休
み
に
は
講
師

を
招
き
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
触
れ
ま
し
た
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
放
課
後

教
室
事
業
「
こ
ど
も
の
た
ま
り

ば
・
せ
か
い
と
と
も
だ
ち
」
で

す
。小

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
隔
週
で
１
年
間
計
28

回
実
施
、
参
加
者
は
延
べ
で
５

１
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

英
会
話
を
習
い
、
ネ
ッ
ト
で

ス
リ
ラ
ン
カ
や
ネ
パ
ー
ル
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
文
化
を
世
界
へ
発

信
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

餅
つ
き
や
稲
刈
り
、
地
元
の
人

を
先
生
に
迎
え
て
の
縄
な
い
な

ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
首
都
圏
の
子
ど

も
食
堂
と
の
交
流
、
地
域
に
伝

わ
る
子
ど
も
里
神
楽
の
指
導
や

伝
承
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
す

ば
ら
し
い
子
育
て
環
境
を
守
っ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。「
こ
こ
で
子
育
て
し

た
い
」と
思
う
人
が
増
え
れ
ば
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら

れ
る
と
期
待
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
自
ら
が
「
地

域
の
発
信
者
」に
な
る
意
識
と
、

地
域
へ
の
誇
り
も
芽
生
え
て
き

た
と
感
じ
て
お
り
、
と
て
も
有

意
義
な
事
業
を
展
開
で
き
た

と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新テーマ型募金助成
かみえちご山里倶楽部

新
潟
県
共
同
募
金
会
は
令
和
６
年

度
「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

の
助
成
対
象
と
な
る
団
体
実
施
事
業

の
募
集
を
９
月
６
日
か
ら
始
め
ま

す
。
期
間
は
10
月
４
日
ま
で
。

応
募
30
団
体
以
上
、
募
金
２
０
０

０
万
円
が
目
標
で
す
。
募
金
期
間
は

令
和
７
年
１
月
か
ら
３
月
末
日
。

新
テ
ー
マ
型
募
金
は
、
地
域
福
祉

の
課
題
解
決
を
目
指
す
、
県
内
の
団

体
活
動
へ
の
寄
付
で
、
ど
の
団
体
の

ど
の
活
動
を
応
援
す
る
か
を
決
め
て

募
金
す
る
仕
組
み
で
す
。

募
集
要
項
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

な
ど
は
新
潟
県
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
年
度
新
テ
ー
マ
型
募
金

参
加
団
体
募
集

９
月
６
日
か
ら
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新
潟
市
西
区
社
会
福
祉
協
議

会
は「
地
域
福
祉
マ
ン
ガ
大
賞
」

を
企
画
、
福
祉
に
関
し
た
マ
ン

ガ
作
品
を
10
月
31
日
必
着
で
全

国
公
募
し
て
い
ま
す
。
西
区
社

協
は
昨
年
「
地
域
福
祉
文
学
大

賞
」
と
し
て
福
祉
に
関
し
た
小

説
を
全
国
公
募
し
話
題
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
に
続

く
第
２
弾
で
す
。

地
域
福
祉
マ
ン
ガ
大
賞
は
日

本
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
専
門
学
校

（
新
潟
市
中
央
区
古
町
）
の
協

力
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
ン
ガ
大
賞
に
は
①
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
②
「
自
分
ら
し
さ
」

③
「
食
」
―
の
３
部
門
が
設
け

ら
れ
、
い
ず
れ
か
の
部
門
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。

②
「
自
分
ら
し
さ
」
は
「
多

様
性
の
表
現
」
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。
③
「
食
」
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
な

ど
、
福
祉
に
関
わ
り
の
深
い
分

野
と
し
て
、
発
想
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

応
募
者
に
つ
い
て
、
居
住
地

な
ど
の
制
限
は
な
く
、
誰
で
も

応
募
可
能
で
す
。

作
品
は
「
Ａ
４
で
１
㌻
以
上

32
㌻
以
内
」
で
あ
れ
ば
、
１
コ

マ
や
４
コ
マ
、
ス
ト
ー
リ
ー
作

品
な
ど
、
自
由
で
す
。

審
査
を
経
て
、
大
賞
１
作
品

に
副
賞
10
万
円
、
各
部
門
賞
の

計
３
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
、
副
賞

３
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

審
査
結
果
は
来
年
２
月
末
ご

ろ
、
西
区
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
発
表
予
定
で
す
。

文
学
大
賞
に
続
き
「
マ
ン
ガ

大
賞
」
を
企
画
で
き
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ

て
き
た
市
民
が
匿
名
で
一
定
額

を
西
区
社
協
に
寄
付
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
有
効
利
用

の
１
つ
と
し
て
、
寄
付
者
の
賛

同
を
得
て
副
賞
の
原
資
と
し
ま

し
た
。

募
集
は
７
月
か
ら
始
め
て
お

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
応
募

サ
イ
ト
」
に
も
掲
載
、
問
い
合

わ
せ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

西
区
社
協
の
担
当
者
は
「
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
み
や

す
い
マ
ン
ガ
で
、
福
祉
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

い
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
西
区
社
協
、

電
話
０
２
５
（
２
１
１
）
１
６

３
０
。

「地域福祉マンガ大賞」のチラシ

「
地
域
福
祉
マ
ン

ガ
大
賞
」
の
募
集

要
項
は
こ
ち
ら

の
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター

新 潟 西 区 社 協

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど
３
部
門

│
文
学
大
賞
に
続
く
第
２
弾
│
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新
潟
県
は
９
月
１
カ
月
間
を
「
自
殺

対
策
推
進
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
こ

の
月
間
に
今
年
度
も
自
殺
予
防
の
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
や

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
。「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た

で
す

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
誰
も
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実

現
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

国
は
９
月
10
〜
16
日
を
「
自
殺
予
防

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
週

間
を
県
は
独
自
に
９
月
１
カ
月
間
へ
拡

大
し
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国

の
「
週
間
」
を
、
県
が
「
月
間
」
に
拡
大

す
る
の
は
、
県
内
の
自
殺
実
態
が
深
刻

な
た
め
で
す
。

県
内
の
令
和
５
年
の
自
殺
者
数
の
概

数
は
４
０
４
人
で
、
前
年
よ
り
10
人
減

り
ま
し
た
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数
を

示
す
自
殺
死
亡
率
は
い
ず
れ
も
概
数
で

令
和
５
年
の
本
県
が
19
・
２
で
し
た
。

昨
年
の
19
・
４
よ
り
０
・
２
㌽
減
っ
た

と
は
い
え
、
全
国
の
17
・
３
を
上
回
り
、

依
然
、
深
刻
な
状
況
で
す
。

新潟県こころの相談ダイヤル
（365日24時間対応）

0570-783-025

「
み
ん
な
で
築
こ
う

健
康
長
寿
と

共
生
社
会
」
を
標
語
に
「
老
人
の
日
・

老
人
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
令
和
６

年
度
も
「
老
人
の
日
」
の
15
日
か
ら
21

日
ま
で
の
７
日
間
を
「
老
人
週
間
」
と

し
て
）
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

主
唱
で
す
。

「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
に
基
づ

く
「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
で
は
①
全

て
の
年
代
の
人
々
が
希
望
に
応
じ
て
活

躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
②
高
齢
期

の
暮
ら
し
を
具
体
的
に
描
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
③
技
術
革
新
が

も
た
ら
す
新
し
い
高
齢
社
会
対
策
の
志

向
―
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

長
寿
・
高
齢
化
が
進
み
、
人
生
１
０

０
年
時
代
と
呼
ば
れ
る
今
日
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

ら
れ
る
健
康
長
寿
社
会
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
社
会
実
現
を
目
指
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
６
つ
の
目
標
と
し
て

①
保
健
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
の
拡
大

②
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
③
高
齢
者

の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
取
り
組
み
④
高

齢
者
の
人
権
の
尊
重
⑤
多
世

代
が
協
力
し
て
の
安
心
し
て

活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
づ

く
り
⑥
減
災
や
防
災
に
関
心

を
持
ち
、
地
域
で
の
つ
な
が

り
構
築
―
を
掲
げ
、
そ
れ
ら

の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

15
日「
老
人
の
日
」15
〜
21
日「
老
人
週
間
」

築
こ
う
健
康
長
寿
社
会

９
月
は「
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」
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長
寿
高
齢
社
会
の
中
で
、
65

歳
以
上
の
７
人
に
１
人
が
認
知

症
と
さ
れ
る
。
誰
も
無
縁
で
は

い
ら
れ
な
い
認
知
症
だ
が
、
た

と
え
発
症
し
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
、
そ
の
た
め
の
施
策

や
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

認
知
症
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
そ
の
１
つ
。
国
が

進
め
る
制
度
で
、
新
潟
市
は
総

合
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
「
み
ど
り
病
院
」（
新

潟
市
中
央
区
）
に
委
託
。
同
じ

医
療
法
人
内
の
高
齢
者
向
け
施

設
で
相
談
職
員
と
し
て
働
い
て

い
た
と
こ
ろ
、令
和
３
年
５
月
、

新
潟
市
で
た
だ
１
人
と
な
る
認

知
症
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
異
動
し
た
。
病
院
で
は

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に

所
属
す
る
。

「
私
の
主
な
職
務
は
、
地
域

か
ら
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
『
認
知
症
カ
フ
ェ
』

の
ほ
か
、
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
『
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
』

の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
」

直
後
に
「
と
は
言
っ
て
も
」

と
言
葉
を
続
け
た
。「
前
任
者

が
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
手
探

り
。
最
初
の
頃
は
孤
独
を
感
じ

た
し
、
失
敗
ば
か
り
で
し
た
」

上
越
市
生
ま
れ
。
新
潟
市
で

幼
稚
園
教
諭
と
な
っ
た
が
、
結

婚
出
産
で
退
職
。
夫
の
転
勤
先

の
長
岡
市
で
障
害
児
教
育
の
施

設
に
保
育
士
と
し
て
勤
め
た
と

こ
ろ
、
配
属
部
署
の
仕
事
は
施

設
入
所
者
の
介
護
だ
っ
た
。

「
そ
れ
が
楽
し
か
っ
た
。
入

所
者
は
平
均
年
齢
が
50
代
で
、

短
い
受
け
答
え
し
か
返
っ
て
来

な
か
っ
た
け
ど
、
人
と
し
て
通

じ
合
え
た
気
が
す
る
」。
転
勤
で

戻
っ
た
新
潟
市
で
も
介
護
の
仕

事
を
探
し
病
院
に
就
職
し
た
。

認
知
症
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
か
ら
は
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
求
め
て
、

民
生
委
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

協
議
会
、
地
域
の
茶
の
間
な
ど

の
関
係
を
濃
く
し
て
、
ミ
ニ
講

演
を
繰
り
返
し
た
。「

チ
ラ
シ

を
配
り
、
そ

れ
を
見
て
声

を
掛
け
て
く
れ
た
所
に
は
ど
こ

で
も
行
き
ま
し
た
」

努
力
は
や
が
て
実
を
結
ぶ
。

「
中
央
区
で
２
カ
所
、
南
区
で

１
カ
所
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
が

活
動
し
始
め
て
い
ま
す
」

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
認
知
症

を
発
症
し
て
も
地
域
で
暮
ら
す

た
め
の
仕
組
み
で
、
新
潟
市
で

は
主
に
月
１
回
開
催
。
当
事
者

や
家
族
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と

話
し
合
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。

こ
れ
ま
で
花
見
や
浴
衣
を
着
る

会
な
ど
を
楽
し
ん
で
き
た
。

中
央
区
で
は
高
齢
者
が
多
い

下し
も
ま
ち町
地
区
が
先
行
し
、
令
和
３

年
の
秋
に
発
足
。
次
に
、
南
区

の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
参
加
者
が

今
年
１
月
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
受
講
。

さ
ら
に
、
岡
三
に
い
が
た
証

券
が
中
央
区
内
に
あ
る
旧
支
店

内
の
施
設
を
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

活
動
に
貸
す
な
ど
、
全
面
協
力

し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
ほ
ぼ
中
央

区
中
心
の
活
動
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
８
区
全
て
を
回
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
活
動

の
幅
を
広
げ
る
。

さ
ら
に
、
最
近
、
高
齢
の
父

に
認
知
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
認
知
症
介
護

の
家
族
の
気
持
ち
も
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

「
認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族

も
、
い
つ
ま
で
も
普
通
の
暮
ら

し
が
続
け
ら
れ
る
地
域
を
目
指

し
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」。
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

発
症
後
も
安
心
生
活
目
指
し

認知症の声かけ訓練

福 祉 の 現 場
No.64

― 福祉の現場で働く人たちに 
思いを聞きました―

井い
の
う
え上  
夏な

つ

世よ

さ
ん

介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

総合リハビリテーションセンター
みどり病院
認知症疾患医療センター
新潟市中央区神道寺２
☎ 025（244）0080

所

属

認知症に関して講話

認
知
症
地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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こ
の
夏
も
週
末
に
福
島

県
の
会
津
地
方
、
裏
磐
梯

へ
小
さ
な
旅
を
し
、
ホ
テ

ル
で
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
と

温
泉
を
楽
し
ん
だ
。
日
曜

夜
は
翌
日
か
ら
の
勤
め
に

備
え
、
の
ん
び
り
過
ご
し

た
。
９
時
半
を
過
ぎ
携
帯

電
話
が
鳴
っ
た
。
発
信
先

の
市
外
局
番
は
会
津
。
出

る
と
、
男
性
が「
〇
〇
ホ
テ

ル
で
す
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

の
お
時
間
で
す
」。

え
ー
っ
！

晩
酌
の
ほ

ろ
酔
い
も
吹
っ
飛
ん
だ
。

帰
宅
し
た
土
曜
夜
「
来
年

も
行
こ
う
」と
パ
ソ
コ
ン

で
、
別
の
ホ
テ
ル
を
探
し
、

来
夏
の
宿
泊
を
予
約
し
た
、

つ
も
り
だ
っ
た
。

「
来
年
の
予
約
の
つ
も
り

で
し
た
」と
低
姿
勢
で
説
明

し
た
。
予
約
が
前
日
だ
っ

た
こ
と
に
不
審
感
を
抱
い

て
い
た
の
か
、
そ
の
ホ
テ

ル
マ
ン
氏
「
そ
う
で
し
た

か
。
来
年
は
ぜ
ひ
！
」と

あ
っ
さ
り
、
了
解
し
て
く

れ
た
。
予
約
ミ
ス
は
こ
ち

ら
の
責
任
。
キ
ャ
ン
セ
ル

料
１
０
０
％
を
請
求
さ
れ

か
ね
な
い
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

相
手
を
責
め
る
こ
と
を
せ

ず
、
許
す
こ
と
の
方
が
い

か
に
尊
い
か
、
そ
の
ホ
テ

ル
マ
ン
か
ら
学
ん
だ
。
来

年
は
必
ず
―
。

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

10月2024年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
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９月2024年

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称
・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
が
お
薦

め
す
る
「
今
月
の
本
」。

胸
打
つ
瞽
女
の
言
葉

視
覚
障
害
の
女
性
の
旅
芸
人

「
瞽ご

ぜ女
」
は
か
つ
て
、
全
国
に

存
在
し
た
。
時
代
の
流
れ
の
中

で
消
え
て
い
っ
た
が
、
最
も
近

年
ま
で
残
っ
て
い
た
の
が
新
潟

県
だ
と
い
う
。

越
後
瞽
女
は
高
田
瞽
女
と
長

岡
瞽
女
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の

瞽
女
た
ち
や
、
瞽
女
と
縁
の

あ
っ
た
人
た
ち
の
言
葉
、
計
92

を
ま
と
め
た
の
が
「
瞽
女
力
入

門
」。
筆
者
は
妙
高
市
在
住
の

国
見
修
二
氏
。

越
後
瞽
女
の
う
ち
、
新
聞
で

よ
く
話
題
と
な
っ
た
の
が
平
成

17
年
に
１
０
５
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
、
長
岡
瞽
女
の
小
林
ハ
ル

さ
ん
と
、
昭
和
58
年
に
85
歳
で

死
去
し
た
、
高
田
瞽
女
の
杉
本

キ
ク
イ
さ
ん
。
と
も
に
明
治
半

ば
の
生
ま
れ
。
障
害
者
福
祉
の

仕
組
み
が
乏
し
く
、
差
別
的
な

言
動
も
少
な
く
な
か
っ
た
時
代

を
、
瞽
女
と
し
て
生
き
た
苦
労

は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
か
。
残
さ

れ
た
言
葉
が
胸
を
打
つ
。

「
旅
で
辛つ
ら

い
の
は
雨
や
雪
で

な
い
。
辛
い
言
葉
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
だ
」（
小
林
ハ
ル
）「
次

の
世
に
は
虫
に
な
っ
て
も
よ
い
。

明
る
い
目
さ
へ
も
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
い
」（
同
）「
も
し
も
、

も
う
一
度
生
ま
れ
か
わ
れ
る
ん

な
ら
目め

あ明
き
の
普
通
の
娘
に

な
っ
て
毎
日
を
送
り
た
い
」（
杉

本
キ
ク
イ
）

終
活
、
ぐ
っ
と
身
近
に

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
リ
ポ
ー

タ
ー
や
タ
レ
ン
ト
を
務
め
た
菊

田
あ
や
子
氏
の
「
エ
ン
ジ
ョ

イ
！

終
活
」。
第
１
・
２
章
は

主
に
、
東
京
で
仕
事
を
し
な
が

ら
、
山
口
の
実
家
の
母
親
を
介

護
し
看
取
っ
た
体
験
談
。

後
半
の
第
３
・
４
章
は
終
活

に
関
し
た
民
間
資
格
に
挑
戦
、

一
般
社
団
法
人「
終
活
協
議
会
」

の
理
事
に
な
っ
た
経
緯
を
つ
づ

り
「
終
活
は
断
捨
離
か
ら
」「
デ

ジ
タ
ル
終
活
」
な
ど
具
体
的
ノ

ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
る
。

「
お
わ
り
に
」
で
は
本
書
の

核
心
部
分
を
お
さ
ら
い
。「
終

活
は
人
生
の
終し
ま

い
方
を
考
え
る

と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
が

ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
こ

と
」「
終
活
を
き
ち
ん
と
考
え

た
先
に
不
安
が
な
く
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
希
望
が
湧
い
て
き

た
」「（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）

を
や
っ
て
み
た
ら
（
中
略
）
人

生
の
終
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
指
針
も
見
え

て
く
る
」
な
ど
な
ど
。

体
験
を
基
に
平
易
な
言
葉
で

書
か
れ
て
お
り
、
終
活
が
ぐ
っ

と
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。


